
 

 

1級合格を目指す方のために「受検者の傾向」データを分析し、それをクリアにして合格に向けどうすればよいかを把握する講座 

今の実力を自己採点し、評価区分の項目からみた合格基準と自身のロープレ・口頭試問回答との差異をクリアにする講座 

東京 2022年8月7日(日) 9：30～16：30 会場：全労連会館 御茶ノ水 JRお茶の水駅  会員価格 23,000円（税込） 一般価格 28,000円（税込） 

大阪 2022年7月31日(日) 9：30～16：30 会場：神戸大学大阪 凌霜クラブ 梅田  会員価格 23,000円（税込） 一般価格 28,000円（税込） 

内容 試験官の採点項目でもある評価区分が、受検者にとっての試験範囲であり、合格目標です。 

したがって、評価区分の理解を深め、それを実践の場（ロープレ試験）で、表現することが合格への第一歩です。 

指導者として求められている「相談者へのより良い支援とキャリアコンサルタントとしての成長」を実現するために、まず、「事例相談者の不安

の払拭」を、言語と非言語で表現することが求められます。 

そのうえで、「気づきを与えるための質問」は、評価区分の「問題把握力」につき、試験官がどのように評価し加点しているのか把握することで

加点につながります。 

面接試験まで半年ある今の時期だからこそ、自身の実力を認識し、合格に向けた「自身の課題」に「気づき」のための講座です。 

 

「受検者の傾向」の対応法と当会「1級合格者の傾向」を紐づけながら1級合格に向けた対策をお伝えします。 

■1級合格者の傾向 

https://92no1kyu-cc.org/wp/wp-content/uploads/2022/06/report-tendency-1st-class-passers.pdf 

不合格になるには何か理由があります。不合格の理由が分からないと同じことの繰り返しです。 

キャリア塾受講者と一緒に学びます（キャリア塾11 回セットお申込みの方は受講料が含まれています）。 

 

          

 一般社団法人1級キャリアコンサルティング技能士の会 20220627 

 

講座に参加することで獲得できること 

試験官が採点している

評価区分の正しい理解 

講座では、４つの評価区分は何を示しているのか正しく理解し、ロールプレイでの実践にどのように反映させると効果的なのか

をお伝えします（不合格者は採点されている区分と違う流れで面談を進めています）。 

不合格者となってしま

う要因分析と対応 

1級技能士に求められているスキルと教えてしまう指導スタイルの違い、および、事例相談者の気づきを促すスキルと自身の気

づきを事例相談者に当てはめてしまう指導スタイルの違いをお伝えします。 

今の実力を自己採点し、足りないスキルを補填し評価区分の項目と自身の 30分のロープレとの差異をクリアにする講座 

 

 

 

https://92no1kyu-cc.org/wp/wp-content/uploads/2022/06/report-tendency-1st-class-passers.pdf

